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【特許請求の範囲】
【請求項１】

内部に空間を限定する容器（３１）と、

キャリアガスと液体の供給を受けて、小さい液滴を含むガスジェット（２５）を出口から前記空間に噴射する噴射装置（１６）と、

前記空間内に設けられて段差表面を有する偏向体（１３）であって、前記ガスジェット（２５）が前記段差表面に向けて噴射され、それに沿って流れるようにする偏向体（１３）と、を備えるエアロゾル生成装置において、

前記容器に設けられ、前記ガスジェットを前記空間から前記噴射装置と異なる方向に沿って排出するための接続導管（３８）と、

前記接続導管に連通して、供給される加圧空気によりエアロゾルを加速する吸引ノズル（３９）と、が設けられている、

ことを特徴とするエアロゾル生成装置。

【請求項２】

前記容器には、前記液体を貯留するための供給源（３２）を有する、ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】

前記ガスジェットを流れるフィルタ気流を形成することで、前記ガスジェット内のより小さい液滴粒子が前記フィルタ気流を通過するようにするフィルタガス(訳注：「フィルタ気流」の誤記かと思われる)形成ノズル（２１）を更に備える、ことを特徴とする請求項１に記載の装置。

【請求項４】

前記フィルタガス（訳注：「フィルタ気流」の誤記かと思われる）形成ノズルは、前記フィルタガス（訳注：「フィルタ気流」の誤記かと思われるが前記偏向体の前記段差表面を取り囲むようにリング状に成形される、ことを特徴とする請求項３に記載の装置。

【請求項５】

前記液体を貯留するための前記供給源（３２）が前記噴射器（訳注：「噴射装置」の誤記かと思われる）の下方に設けられる、ことを特徴とする請求項３に記載の装置。

【請求項６】

前記偏向体と前記噴射装置の前記出口との間の距離が可変である、ことを特徴とする請求項３に記載の装置。
【請求項７】

前記ガスジェットが下方へ前記偏向体を流れた後に急激に上方へ偏向される、ことを特徴とする請求項３に記載の装置。
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